
一
番
、
大
木(

お
お
き)
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二
番
、
松
野

三
番
、
綾
金(

あ
や
が
ね
）

「
よ
ろ
ず
よ
の

願
い

大
木
の

観
世
音

あ
の
世
と
共
に

助
け
た
ま
え
や
」

真
言
宗

紅
梅
山

常
安
寺

喜
多
方
市
塩
川
町
大
田
木
字
塚
田
三
二
八
一-

一

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

あ
り
☆

徳
一
の
開
基
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
木
村
を
開
い
た
大
木
左
馬

亮(

お
お
き
さ
ま
の
す
け)

は
、
常
安(

つ
ね
や

す)

長
者
と
も
呼
ば
れ
て
富
豪
で
す
。
常
安
は
子

が
出
来
ず
、
長
命
と
さ
れ
る
鶴
を
飼
い
ま
す
が
、

亡
く
な
り
村
の
南
西
に
埋
め
た
の
が
鶴
塚
。

現
在
住
む
大
木
氏
は
、
そ
の
子
孫
。
天
正
十

七
年(

一
五
八
九)

伊
達
政
宗
に
よ
り
寺
は
焼
失

し
、
上
杉
景
勝
が
再
建
し
ま
し
た
。

「
朝
日
さ
す

夕
日
輝
く

お
お
山
で
ら

松
野
の
さ
と
に

は
る
る
薄
ぐ
も
」

曹
洞
宗

物
宝
山

良
縁
寺

喜
多
方
市
慶
徳
町
松
舞
家
字
松
野
七
三
〇

本
尊

千
手
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

な
し

路
駐

ト
イ
レ

な
し

行
基
の
開
基
と
さ
れ
ま
す
が
違
い
ま
す
。

松
野
千
光
寺
と
い
わ
れ
、
僧
院
は
三
百
以
上

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
当
時
を
偲
ぶ
も
の
と

し
て
平
安
時
代
末
の
経
塚
が
山
上
あ
り
、
須

恵
器
系
中
世
陶
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

寺
は
慶
長
十
六
年(

一
六
一
一)

の
慶
長
会

津
大
地
震
で
倒
壊
し
、
再
建
さ
れ
ま
す
が
、

元
禄
七
年(

一
六
九
四)

五
月
に
焼
失
し
、
今

の
堂
は
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
つ
ゆ
の
身
の

夢
ま
ぼ
ろ
し
の

世
の
中
に

身
を
あ
や
が
ね
と

い
で

祈
る
ら
ん
」

曹
洞
宗

長
流
山

金
泉
寺

喜
多
方
市
豊
川
町
米
室
綾
金
一
五
五

本
尊

十
一
面
観
世
音

集
落
管
理

駐
車
場

あ
り

ト
イ
レ

な
し

現
在
は
、
綾
金
地
区
は
神
徒
と
な
り
檀
家
の
い

な
い
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
に
は
、
現

在
地
の
西
、
三
百
㍍
の
市
道
脇
の
墓
地
付
近
に
あ

り
、
二
十
五
に
及
ぶ
堂
舎
が
並
ぶ
大
寺
院
で
し
た
。

そ
の
後
焼
失
し
、
現
在
地
に
移
転
し
て
い
ま
す

が
、
集
落
の
檀
家
が
す
べ
て
神
徒
に
な
っ
た
た
め

堂
は
集
落
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
東
に
地
蔵
堂
が

あ
り
ま
す
。

道路に駐車します。集落内道路狭し。

仁王門から入ること。集落内道路狭し。
「救けた給えや」は「助け給えや」が
正しい。

マイクロバスの駐車は堂前には無理。集
落内道路狭し。


